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問 17 |z| ≤ 1のとき， ∑
n≥1
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1
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となる．a > 1であるからこれは収束する．また，|z| > 1のとき発散することが分かるから，収束
域は {z ∈ C | |z| ≤ 1}である．
問 18 略

問 19 cn = n!とおき，系 3.4を用いると，

lim
n→∞

|cn|
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= lim
n→∞
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= 0

となる．従って収束半径は 0である．
問 20 f(z) =

∑
m≥0 fmzm, g(z) =

∑
n≥0 gnzn とおく．

f(z)g(z) =
∑
k≥0

(f0gk + f1gk−1 + · · · + fkg0)zk

=
∑
k≥0

(g0fk + g1fk−1 + · · · + gkf0)zk

= g(z)f(z)

となる．従って交換法則を満たす．結合法則も満たすことが確かめられる．

問 21 f(z)が |z| < rで，g(z)が |z| < sで絶対収束するから，f(z)g(z)は |z| < min{r, s}で絶対
収束する．従って，f(z)g(z)の収束半径はmin{r, s}以上である．
問 22 f(z) =

∑
m≥0 fmzm, g(z) =

∑
n≥0 gnzn とおく．f(z)g(z) = 1とすると，f0g0 = 1, f0g1 +

f1g0 = 0, f0g2 + f1g1 + f2g0 = 0, . . . となる．これが解を持つのは f0 ̸= 0のときで、かつそのと
きに限る．
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問 24
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であるから，
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となる．


